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男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

　

「
内
容
ま
で
知
っ
て
い
る
」
割
合
は
約
１

割
で
、
「
少
し
は
知
っ
て
い
る
」
割
合
を
合

わ
せ
て
も
、
４
割
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　

南
国
市
で
は
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
支
え
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
平
成
14
年
に
「
な
ん
こ
く
男
女
共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
５
月
に
実
施
し
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
対
象
者
／
南
国
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
市
民
２
千
人
、
有
効
回
収
数
／
713
件
）
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

Ｑ 

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的

利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
定
義

（
男
女
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
よ
り
）

　

「
参
画
」
は
、
単
に
会
合
な
ど
に
出
席
・

参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
物
事
の
計
画
や

立
案
に
主
体
的
に
加
わ
り
、
そ
の
決
定
に

意
見
を
反
映
さ
せ
る
立
場
と
な
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

●
「
参
画
」
と
は

　

「
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
６
割

を
超
え
て
お
り
、
社
会
全
体
に
お
い
て
、
男

女
の
地
位
は
、『
男
性
優
遇
』
意
識
の
傾
向

が
高
い
よ
う
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
単
に
女
性
と
男

性
と
が
同
等
に
並
ぶ
と
い
う
形
式
的
な
こ
と

だ
け
を
望
む
の
で
は
な
く
、
性
別
に
よ
っ
て

ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
生
か
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

「
社
会
全
体
」
で
、
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

Ｑ
日
常
的
な
家
庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の

考
え
る
理
想
と
実
際
に
一
番
近
い
も
の
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

新
プ
ラ
ン
に
生
か
し
ま
す
！

　

南
国
市
で
は
、
男
性
も
女
性
も
日

々
の
暮
ら
し
の
中
に
生
き
が
い
や
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
回
の

調
査
結
果
を
基
に
、
現
在
の
「
な
ん

こ
く
男
女
共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」

を
見
直
し
、
現
状
を
踏
ま
え
た
新
し

い
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
調
査
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
『
分
類
で

さ
が
す
』
→
『
人
権
』
→
『
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
』
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　

全
体
的
に
、
理
想
の
役
割
分
担
を
「
夫
婦
同
程
度
」
と

す
る
割
合
が
大
き
い
も
の
の
、実
際
に
は
「
主
に
妻
」「
主

に
妻
で
一
部
夫
」
の
割
合
が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
理
想
も
現
実
も
「
食
事
の
支
度
」
や
「
洗
濯
」

に
つ
い
て
は
妻
に
分
担
を
求
め
、「
生
活
費
を
稼
ぐ
」
で

は
夫
に
分
担
を
求
め
る
割
合
が
大
き
く
、『
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
事
』
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
が

表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。


